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消防団員が日頃の訓練の成果を披露

　大石田町消防団春季消防大演習が、４月２９日（水）に尾花沢市消防本部大石田分署で行われ　大石田町消防団春季消防大演習が、４月２９日（水）に尾花沢市消防本部大石田分署で行われ
ました。演習には町消防団員や尾花沢市消防本部の職員など約２80人が参加し、小隊訓練なました。演習には町消防団員や尾花沢市消防本部の職員など約２80人が参加し、小隊訓練な
どの訓練礼式が披露されたほか、堂々とした分列行進や大石田保育園の園児による防火宣言どの訓練礼式が披露されたほか、堂々とした分列行進や大石田保育園の園児による防火宣言
が行われました。が行われました。
　演習の最後には役場前駐車場で消防団による一斉放水を行い、演習を通じて町民の防災意　演習の最後には役場前駐車場で消防団による一斉放水を行い、演習を通じて町民の防災意
識の向上を図りました。識の向上を図りました。

大石田町消防団春季消防大演習大石田町消防団春季消防大演習
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５
月
６
日（
水
）に
は
、
消
防
団
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
、
代
表
の
星
川
大
知

さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
、
６
名
の
新
入
団

員
と
機
能
別
団
員
４
名
が
辞
令
交
付
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
に
は
教
育
訓
練
も
実
施
さ

れ
、
最
初
に
、
消
防
団
の
成
り
立
ち
な

ど
を
受
講
し
、
そ
の
後
ポ
ン
プ
・
ホ
ー

ス
等
の
取
扱
い
な
ど
を
上
級
幹
部
よ
り

学
び
、
修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰

◆
永
年
勤
続
功
労
章
　

　
〇
黒
沼
　
吉
憲

◆
金
条
章

　
〇
第
２
分
団
第
４
部

◆
特
別
功
労
章

　
〇
柴
田
　
勝
弘
　
〇
大
友
　
　
進

　
〇
黒
田
　
和
伸

◆
功
労
章

　
〇
土
屋
　
茂
寿
　
〇
遠
藤
　
隼
人

　
〇
永
登
　
　
亘
　
〇
柏
倉
　
匡
邦

◆
功
績
章
　

　
〇
芦
野
　
雅
俊
　
〇
井
上
　
真
毅

　
〇
石
塚
　
　
圭
　
〇
鈴
木
　
　
篤

　
〇
戸
田
　
武
男
　

◆
精
錬
章

　
〇
阿
部
　
宏
也
　
〇
笹
原
　
　
剛

　
〇
森
　
　
健
一
　
〇
遠
藤
　
　
亮

　
〇
早
坂
　
　
満
　

◆
家
族
功
労
者
表
彰

　
〇
森
　
　
恵
子（
森
　
進
一
）

◆
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
2０
年
以
上
）

　
〇
齋
藤
　
周
治
　
〇
髙
橋
　
　
厚

　
〇
横
山
　
博
昭
　
〇
芳
賀
　
良
治

　
〇
小
内
　
正
美
　
〇
井
苅
　
悟
史

　
〇
遠
藤
　
史
紀
　
〇
渡
辺
　
直
和

　
〇
石
山
　
　
健
　
〇
小
玉
　
　
陽

　
〇
柴
田
　
勝
彦

令
和
７
年
度

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

消
防
関
係
表
彰

消
防
関
係
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◆
功
績
章

　
〇
小
座
間
英
人

◆
精
績
章

　
〇
星
川
　
祐
一
　
〇
海
藤
　
隆
治

◆
勤
続
章

　
〇
森
　
　
進
一
　
〇
小
玉
　
政
幸

　
〇
土
屋
　
茂
寿
　
〇
遠
藤
　
直
樹

　
〇
柏
倉
　
匡
邦

◆
永
年
勤
続
章

　
〇
森
　
　
進
一
　
〇
土
屋
　
茂
寿

　
〇
柏
倉
　
匡
邦

◆
消
防
防
災
協
力
団
体
表
彰

　
〇
庚
申
町
地
区
自
主
防
災
会

大
石
田
町
長
表
彰

◆
施
設
管
理
優
良
班
表
彰

　
〇
第
１
分
団
第
１
部
第
２
班

　
〇
第
２
分
団
第
１
部
第
１
班

　
〇
第
３
分
団
第
１
部
第
３
班

　
〇
第
４
分
団
第
１
部
第
２
班

◆
優
良
団
員
表
彰

　
〇
齋
藤
　
正
樹
　
〇
髙
橋
　
隆
一

　
〇
鈴
木
　
　
剛
　
〇
名
垣
　
遼
河

　
〇
星
川
　
登
夢
　
〇
髙
橋
　
一
紀

◆
家
族
功
労
者
表
彰

　
〇
石
川
　
　
梢
　（
石
川
　
清
志
）

　
〇
有
路
美
由
紀
　（
有
路
　
拓
矢
）

　
〇
菅
井
　
真
寿
　（
菅
井
　
広
）

　
〇
遠
藤
真
理
子
　（
遠
藤
　
友
昭
）

消
防
団
辞
令
交
付
式
、
新
入
団
員
６
人
と
機
能
別
団
員
４
名

が
加
入
！

山
形
県
知
事
表
彰

山
形
県
消
防
協
会

�

北
村
山
支
部
長
表
彰

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰
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令和７年度の予算執行状況と令和７年度の予算執行状況と
財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします
★一般会計・特別会計の予算の執行状況

★ 財 産 の 現 在 高 ★町債(借入金)の現在高

会　　　計 予 算 現 額 収 入 済 額 収入割合（％） 支 出 済 額 支出割合（％）

一 般 会 計 8,350,052 5,911,313 70.8 6,319,795 75.7

国民健康保険特別会計 813,527 769,998 94.6 754,198 92.7

介 護 保 険 特 別 会 計 911,596 797,678 87.5 772,650 84.8

後期高齢者医療特別会計 134,030 129,630 96.7 127,863 95.4

区　　　分 数　　量
土 地 1,051,051㎡
建 物 59,056㎡
有 価 証 券 5,110千円
出 資 に よ る 権 利 54,466千円
債 権 —　 　　 千円
基 金 3,092,738千円

内
　
　
　
訳

財 政 調 整 基 金 1,095,995千円
減 債 基 金 187,063千円
土地開発基金（現金） 80,443千円
そ の 他 の 基 金 1,729,237千円

会　　　計 金　　額 構成比（％）

一 般 会 計 4,228,643 96.7

簡易水道事業会計 17,450 0.4

農業集落排水事会計 126,088 2.9

一 時 借 入 金 0 0.0

合 計 4,372,181 100.0

※　　数値は、土地と建物は令和8年3月３１日現在（土地と建物は速報値）のものです。最終的な決算額は出納整理　
期間（決算処理を整理する期間）を経て、決算書により確定することになります。

※単位未満の数値は、四捨五入により端数処理しています。

■総務課　財政グループ　☎３５－２１１１（内線２１４）

（単位：千円）

（単位：千円）

★公営企業会計の予算の執行状況

会　　　計 予 算 額 執 行 済 額 執行率（％）
簡
易
水
道
事
業
会
計

収益的収入と支出
（営業するための収益と費用）

収入 10,736 9,291 86.5
支出 11,636 9,236 79.4

資本的収入と支出
（施設整備などの資金と費用）

収入 2,781 2,782 100.0
支出 3,916 3,916 100.0

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

収益的収入と支出
（営業するための収益と費用）

収入 95,824 95,582 99.7
支出 95,824 93,478 97.6

資本的収入と支出
（施設整備などの資金と費用）

収入 39,537 9,570 24.2
支出 40,675 39,801 97.9

（単位：千円）
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投資用マンションを勧めるしつこい勧誘電話がかかってくる 
お試し購入のはずだったのに、2回目が届いた 
突然、身に覚えのない内容の料金請求のメール・SMSがきた

誰かに相談したいと思ったら、

消費者ホットライン ☎ 【１８８】
イ ヤ ヤ

または��山形県消費生活センター　TEL�023－624－0999
もしくは　役場�総務課　TEL�35－2111（内線218）まで

５月は消費者月間です。
一人で悩まず、すぐ相談！消費者ホットライン「１

い や や
８８」

こんなお困りごとありませんか？

消費者ホットライン「188」って何？
消費者ホットラインでは、悪質商法による被害、訪問販売・通信販売など事業者との契約トラブルや
産地の偽装、虚偽の広告など不適切な表示に伴う事業者とのトラブルなどの相談をしたい時に、相談
できる窓口です。一人で悩まずに、ぜひ、「１８８」をご利用ください。

新春公演「鈴木貞次郎　光の記憶」より
撮影　木村雄治

虹のプラザ文化芸術プロジェクト統括マネージャーコラム

「真の文化芸術が、この町の中で息づくために」「真の文化芸術が、この町の中で息づくために」 vol.1
　
私
た
ち
の
広
場
と
し
て
の
文
化
芸
術
を
、
こ

の
町
に
残
す
た
め
に
。

　
虹
の
プ
ラ
ザ
文
化
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
統
括

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
大
橋
で
す
。

　
こ
の
町
で
こ
れ
か
ら
の
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
立
ち
上
げ
た
い
こ
と
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
増
や

す
こ
と
で
も
、
有
名
な
人
を
呼
ぶ
こ
と
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
言
わ
ば
、「
真
の
文
化
芸
術
が
、

こ
の
町
の
中
で
自
然
に
息
づ
い
て
い
る
状
態
」

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
考
え
て
い

る
の
が
、
車
で
３0
分
圏
内
を
一
つ
の
文
化
区
域

と
し
て
捉
え
る
「
虹
の
プ
ラ
ザ
文
化
圏
構
想
」

で
す
。

　
町
の
境
界
を
少
し
広
げ
、
人
の
動
き
の
中
に

文
化
の
流
れ
を
つ
く
る
。　　

日
常
の
延
長
線
上

で
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
、
こ
の
地
域
全

体
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
何
か
を
観
た
あ
と
に
少
し
誰
か
と

話
し
た
く
な
る
こ
と
。
普
段
見
て
い
る
景
色
が
、

ほ
ん
の
少
し
違
っ
て
見
え
る
こ
と
。「
本
物
」に

触
れ
て
、
言
葉
に
な
ら
な
い
何
か
を
感
じ
る

こ
と
。

　
そ
う
し
た
小
さ
な
変
化
の
積
み
重
ね
に
こ
そ
、

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
意
識
し
て
い
る
の
は
三
つ
で
す
。

　
一
つ
目
は
、
多
く
の
人
が
生
き
た
芸
術
と
関

わ
れ
る
入
口
を
つ
く
る
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、
こ
の
町
に
す
で
に
あ
る
価
値
に

気
づ
き
直
す
こ
と
。
大
石
田
A
I
R
の
取
り

組
み
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
そ
の
う
え
で
、
子
ど
も
た
ち
に

も
本
物
を
届
け
る
こ
と
。
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
最
も
重
要
な
投
資
で
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
流
れ
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、

　　

「
虹
の
プ
ラ
ザ
友
の
会
」を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　
文
化
を「
観
る
人
」だ
け
で
な
く
、「
支
え
る
人
」

「
関
わ
る
人
」を
増
や
し
、
継
続
的
に
文
化
が
育

つ
土
壌
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
子
ど
も
た
ち
に
本
物
を

伝
え
る
入
口
と
し
て
、

　**

「
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
エ
ア
」**

を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
小
学
四
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
部

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
か
ら
、
こ
の
地
域
の
未
来
を
担
う
新
し

い
感
覚
や
才
能
が
育
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。　　

皆
さ
ん
も
感
じ
て
い
る
と
お
り
、
文

化
芸
術
は
す
ぐ
に
結
果
が
見
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
確
実
に
、
人
を
変
え
、
関
係
を
変

え
、
地
域
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え

て
い
き
ま
す
。
虹
の
プ
ラ
ザ
を
、た
だ
の「
施
設
」

で
は
な
く
、
人
が
出
会
い
、
何
か
が
生
ま
れ
る

「
広
場
」に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

つ
く
る
側
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
関
わ
る
一
人

ひ
と
り
と
の
対
話
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
し
で
も
気
に
な
っ
た
ら
、
虹
の
プ
ラ
ザ
へ

一
度
ふ
ら
っ
と
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
前
向
き
な
未
来
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

虹
の
プ
ラ
ザ
文
化
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
大
橋
武
司
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ニュース玉手箱

町政懇話会の議事録は町ホーム
ページからも確認できます。▶

地域力創造アドバイザーを
細 川 哲 星 さ ん に 委 嘱

令和8年度の町政を説明
町 政 懇 話 会 を 開 催

地 域独自の魅力や価値を向上させる人材とし
て「地域力創造アドバイザー」委嘱状交付式

が4月２４日（金）に行われました。
　今回、町が委嘱したのは、株式会社イマーシブ・
ラボ代表取締役の細川哲星さんです。細川さんは、
参加者が犯人役、真相を究明する役などを担う
体験型の謎解きゲーム「マーダーミステリー」の
開催を通じて、町の魅力発信のために活動する
予定です。
　細川さんらは、今後町を巡り、脚本を作成し、
「宿泊型のイベントの開催など実施したい」と話し
ました。
　任期は、令和８年4月２４日から令和９年３月３１
日までです。

町 の令和８年度の施策を説明し、「町民の参
加と協働によるまちづくり」を推進するた

め、町では毎年、町政懇話会を開催しています。
　今年度は、4月２０日（月）に虹のプラザにて行わ
れ、庄司町長が施策の概要を説明しました。
　その後、質疑応答が行われ、参加者からは、ご
みのポイ捨て問題や中学生を対象とした公営塾の
事業についてなどの質問がなされ、庄司町長や各
課長が回答していました。

山形県縦断駅伝競走大会が開催
北 村 山 チ ー ム が 町 を 快 走
第 7０回山形県縦断駅伝競走大会が4月２7日（月）～２９

日（水）の３日間行われ、２日目の２８日（火）には大
石田町内を各チームのランナー達が駆け抜けました。大
石田を通過する際には、北村山チームは1位で町内を快
走していました。
　大石田町では、北村山チームのために園児たちや多く
の人が旗を振って応援し、北村山チームは総合順位５位
の結果となりました。
　北村山駅伝チームの心一つにたすきをつなぐ姿は、見
る人に夢と希望を与えてくれました。選手の皆さん、大
変ありがとうございました。
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ニュース玉手箱

伝 統 文 化 の 交 流
大石田町民謡研究会７０周年記念公演

トヨタライン株式会社が
通学用黄色い帽子を寄贈

大 石田町民謡研究会（木村和夫会長）が4月１２
日（日）に発足7０周年を記念した公演を虹の

プラザ「なないろホール」で開催しました。
　公演では、雪国鷹巣太鼓保存会の勇壮な演奏を
皮切りに第一部では、同会会員が唄や踊りを披露
し、第二部では、歴代の県民謡王座などの名手が
唄声を響かせました。
　第三部では、特別ゲストとして「みち乃く兄弟
歌謡ショー」が行われ、会場は熱気に包まれてい
ました。

ト ヨタライン株式会社（齋藤和博会長）が、4
月９日（木）に虹のプラザを訪れ、通学児童

用黄色帽子と図書カードを寄贈しました。
　これは、齋藤さんの「町内の子どもたちに通学
時によく目立つ黄色い帽子をかぶってもらい、交
通事故にあわないで、元気に明るく通学してほし
い」という思いから、毎年寄贈いただいているも
ので、今年で２６回目の取り組みとなります。
　寄贈された帽子は、新一年生に配られ、通学時
に着用し、大切に使用されます。大変ありがとう
ございます。
※�写真は、トヨタライン株式会社齋藤和彦社長が鈴木敦夫教育
長へ贈呈する様子

大 阪 府 泉 佐 野 市 と
ふるさと逸品協定を締結
そ れぞれの特産品を逸品として相互にPRす

ることで、ブランドの確立や販路開拓につ
なげる「ふるさと逸品協定」を大阪府泉佐野市と4
月１０日（金）に締結しました。
　この取り組みは、大阪府泉佐野市で行っている
取り組みで、町の特産品である、米、そば、ペそ
ら漬けなどが逸品として登録されました。
　泉佐野市は、自主財源の確保として、ふるさと
納税に力を入れており、制度開始からの累計受入
額が日本一となっています。
　また、4月９日（木）には、泉佐野市政策監兼都
市整備部長の阪上博則さんより『“選ばれる自治体”
になるための職員力～自治体の稼ぐ力と住民満足
を両立させる組織づくり～』という題目で職員を
対象とした講演も行われました。
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小中学生が言葉に込めた思い
●あい・・・私（ I ）自身の個性を輝かせよう。
　　　　　　郷土愛など様々な愛を育もう。
　　　　　　愛を持って仲間を大切にしていこう。
　　　　　　学びあい、助けあい、高め合おう
●笑顔・・・みんなが笑顔で楽しい学校生活を送ろう。
　　　　　　あいさつ、協力から笑顔を広げよう。
　　　　　　いじめのない笑顔いっぱいの学校にしよう。
●虹をかける
　 友達や学年を超えたつながり、地域とのつながりを深めよう。

大石田町を象徴する虹のように輝き、学校生活をより豊かに彩
りのあるものにしよう。

One Team
～「あい」と「笑顔」で虹をかける～

小・中学校共通のスローガンが決定しました
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　令和8年2月１7日に大石田中学校を会
場に「大石田町子どもサミット」を開催し
ました。
　「どんな学校にしたいのか」「どんな児
童・生徒を目指すのか」について、各学
校での事前の話し合いの内容を受け、中
学校の代表生徒が提案する小中共通ス
ローガン（案）についての意見交換を行い、
全員が納得できた小中共通スローガンが
決定しました。
　小中学生みんながひとつになり、小学
校統合に向けて、「One　　Team」で取り
組んでいきます。
■教育文化課　学校教育グループ
　☎３５－２１１１（内線２５２）
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まちとしょまちとしょ
〜大石田町立図書館　information〜

■開館時間　午前９時～午後７時（日曜日・祝日は午前９時～午後５時）
■休館日　毎週木曜日（祝日の場合翌日）　《6月の休館日》4日㈭､ 11日㈭､ 18日㈭､ 25日㈭

Web OPAC
PC・スマホ版

◆☎35-3877　◆公式ＨＰ　http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library
◆�大石田町立図書館蔵書検索システム（WebOPAC）から蔵書の検索や貸出状況、新着情報の確認などができます。
利用者登録をしている方は、貸出中の図書を予約することができます。詳しくは図書館にご確認ください。

今月は、どの 本 を読む？今月は、どの 本 を読む？
（緒乃�ワサビ∥著　新潮社） （阿川�佐和子∥著　世界文化社）

（紫野∥作、ちば�みなこ∥絵　BL出版）（gaagaaS∥作、いりやま�さとし∥絵　世界文化社）

　ピアノの音を失いながらも懸命に生きる
高３の歩人。想いを寄せる空手女子との関
係は曖昧なまま、未来の記憶を持つという
不思議な少女の導きが、歩人の運命を大き
く動かし始める。未来と過去が絡み合う三
角関係のゆくえは…。

　母が亡くなり、実家の始末をしていた
ら、大量のきものが出てきた。娘の私が
受け継いで、もう一度袖を通そう…。
阿川佐和子の等身大のきもの奮闘記。
『家庭画報特選きものSalon』『家庭画
報.com』掲載を書籍化。

　５年生になって転入してきた唐くん
は、中国から日本にきたばかりで、日
本語はまだ少ししか話せない。国語の
時間、唐くんは漢詩「春暁」を中国語で
読んでくれた。それは、わたしにはま
るで音楽のように聴こえて…。

　あひるのダックのつくるフルーツポン
チは、森の動物たちに大人気。今日も次
から次へとたくさんのお客さんがやって
きて…。YouTubeで人気のうたあそび
ユニットgaagaaSによるダンス楽曲か
ら生まれた絵本。

『記憶の鍵盤』 『阿川佐和子のきものチンプンカンプン』

『春風の魔法使い』『ダックのフルーツポンチ!』

新着本から話題の本・おすすめ本を紹介します！

※源氏物語絵巻出典：国立国会図書館「NDLイメージバンク」　※紹介文引用：｢TRC�MARC｣。すべて町立図書館蔵書。
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　この度、大石田町地域おこし協力隊、大石田焼コーディネーターと
して着任いたしました、米沢市出身、東北芸術工科大学工芸コース陶
芸専攻卒業の神田光彦と申します。
　大石田町に決めた理由としましては、山形ビエンナーレ2024の時に、
次年子窯の高橋さんとコラボをさせて頂き毎週通っているうちに、大
石田の陶芸を盛り上げ町の活性化をしたいと考えるようになりました。
　高校時代は、主にまちづくりや活性化方法を学びました。今の時代
はどうしても都会に移る人の流れが主流になっております。しかしな
がら、都会から地方に移る人も年々増えている傾向もあり、若者層が
高水準となっています。この傾向を活かし、｢陶芸｣という視点を加え
て考えていきたいと思います。
　大石田にある珪砂工場から出た産業廃棄物が大石田粘土であり、そ
の粘土の特徴には癖があり制作しにくいことが挙げられます。大学で
培った学びを活かして、粘土が使いやすくなる研究をしつつ大石田町
に陶芸が溢れるものづくり・まちづくりを行っていきます。目標とし
ましては「アトリエ民宿ギャラリー」の創設を目指し、皆様と共に歩ん
でいきたいと思っております。

大石田町地域おこし協力隊コラム大石田町地域おこし協力隊コラム
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　鷹巣地区に工場を置くアヲハタ株式会社が小
中学校の給食にジャム440食を提供しました。
　これは、同社の「子どもたちに日頃から栄養
のある果物を食べてもらいたい」という思いか
ら行われたもので、今年で２回目になります。
子どもたちは、いちごジャムを塗った食パンを
口いっぱいにほおばっていました。
　温かい善意をありがとうございます。

ア ヲ ハ タ 株 式 会 社 が
学 校 給 食 に ジ ャ ム 提 供

　菅野　剛さん（庚申町）が４月６日（月）に虹
のプラザを訪れ、雪かき用加工スコップを２0
丁と改良型雪流し波板1３枚を寄贈しました。
　このスコップは、菅野さんが独自に改良を
施したもので、雪を一度に多く運ぶことがで
きるものです。
　町では、除雪ボランティアを担当している
大石田町社会福祉協議会で活用予定です。

あたたかい善意をありがとうございます
雪かき用改良スコップを寄贈

日 当番医院名 電　話

７日（日） 加 藤 ク リ ニ ッ ク （２２）9877

１４日（日） 後 藤 医 院 （３５）２0３４

２１日（日） 吾 妻 ク リ ニ ッ ク （３５）２0２１

２8日（日） おくやま内科医院 （２４）0980

６月の主な行事予定
日 行　事　予　定

１㈪ 母子健康手帳交付・健康相談/午後1時３０分/役場「相談室」

４㈭ 第２回町議会定例会（～１０日まで）

１0㈬ 心配ごと相談/午後1時３０分～午後4時/社会福祉協議
会行政相談/午後1時３０分～午後３時/虹のプラザ

１１㈭
年金相談/午前１０時～午後３時/役場１０１会議室
※新庄年金事務所への事前予約が必要です。
☎0233－22－2050

１４㈰ 最上川ふれあいマラソン大会/午後８時/町内一円

１５㈪ 母子健康手帳交付・健康相談/午後1時３０分/役場「相談室」

家族の健康管理に気をつけて

日曜・休日急患の当番医
診療時間：午前８時３０分～午後５時６月

※�都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
　お問い合わせください。

2,1532,153
（5月10日現在）

※（　）は前年比

（令和8年１月１日～5月1０日）
大石田町の交通事故発生状況

●発生件数　２件　　（＋１件）
●負傷者数　２人　　（＋１人）
●死亡者数　０人　　（±０人） 毎月１日は「大石田町民交通安全行動の日」

日目日目死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ
今月のポイント

自転車の違反に反則金！

（令和8年４月１日から）
１６歳以上の人が取り締まりの対象です。

交通ルールを守って、安全通行に努めま
しょう。

『道路交通法一部改正』
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※この人数は外国人も含めたものです。

防災放送の内容を
　電話で確認できます

確認ダイヤル：023７-48-8444

　防災放送が聞き取りにくい、放送内容
を確認したい等のご意見をいただき、町
では防災放送確認ダイヤルサービスを開
始しました。
　このダイヤルは定時（夕方６時のメロ
ディ等）放送を含め、直近の放送から８時
間以内の内容を順次聞くことができます。

右の二次元コードを読み
取って友だちに追加して
ください。

登録方法

大石田町公式LINE

友だち登録を友だち登録を
お願いします！お願いします！

大石田町公式アカウント開設

LINEはじめました

■総務課総務グループ　℡３５-２１１１（内線２１８）

防災情報や各種行政情報を
受け取ることができます。

町の人口 令和８年5月１日現在

世帯数 ２，１8５戸 （±0）

総人口 ５，68１人 （－１４）

男 ２，837人 （－5）

女 ２，8４４人 （－9）

（４月中の異動）
出生　2人 転入　１0人
死亡　１0人 転出　１6人

　資料館では現在、企画展「小松均と大石田の風景」を開催中です。二年に一度、日本画家・小松
均を中心に据えた企画を催していますが、今回は『人魚』という銅版画の作品をご紹介します。
　画面には三人の人魚が描かれており、内二体は上半身が人間で下半身が魚、一体はほぼ魚の身
体に顔のみが人間という割合で、いずれも少女のような顔立ちをしています。三体の人魚は蓮池
に浮かぶように横たわっており、魚体部分は鯉のような鱗で覆われています。そのせいかどこか
池沼特有の泥臭さが漂うようで、いわゆる西洋の「人魚」のイメージとはいささか隔たった印象が
あります。エッチングという銅版画技法によって鱗の細部や髪の毛、陰影などが繊細な線で表さ
れているため、力強い墨線が特徴的な『栗の花咲く最上川』などの大型作品とは趣を異にしていま
す。最上川や大原風景、富士山など実際の風景を前に写生したどの作品とも異なる雰囲気があり
ます。幻想的でもあり、他人の夢の中を無理やり見せられているような居心地の悪さも感じる不
思議な絵です。
　小松均はこのような人魚を描いた作品を複数手掛けており、昭和３７年の院展には同じ三体の人
魚を描いた『白日夢』を出品しています。紙とインクのモノクロで構成される『人魚』に対し『白日夢』
は彩色のある肉筆画で、緑を基調にした画面に三人の人魚がより幻想的に描かれています。作者
自身の解説によると、ある時夢の中に、一人の少女が身体は鯉になって現れたといいます。その
少女は若くして亡くなった「おりゅうちゃん」で、ほかの二人の人魚も夭折した同窓生がモチーフ
になっているようです。またこの三人の少女に対し「白髪60おやじの消えない夢。清い涙の夢。
片思いのペアトリチェ。」とも語っています。
　ベアトリーチェ（ペアトリチェ）とはダンテ
の『神曲』に「理想の女性」や「永遠の恋人」として
登場し、作中でダンテを天国へ導く聖なるメン
ターとして設定されています。一方小松もこの
人魚のことを後に「魚籃観音」と呼び、「夢には
何度か見たけれどそのたびにその三日ほどは心
も清く静まる」というように、やはり宗教的な
憧憬をもって人魚（＝同郷の少女）を捉えていま
す。小松にとって人魚像は単に過去を懐かしむ
為のものではない神格化された存在であり、『人
魚』という作品は小松の宗教観を表す宗教画と
いう側面もあるのかもしれません。

おおいしだものがたりおおいしだものがたり別冊

企画展「小松均と大石田の風景」は、６月２8日（日）まで開催中！
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